参考資料「ペイントの使い方」

「ペイント」を使ってみましょう

１． デスクトップの左下にある<スタート>ボタンをクリック(左ボタンを押す)
２． メニューが表示されたら、[（すべての）プログラム]→[アクセサリ]→[ペイント]と　たどって、
　　　[ペイント]　　をクリック


メニューをたどって、「ペイント」を選択する
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これで「ペイント」が起動しました
●白い紙のような所に、マウスの矢印を移動すると、自動的に鉛筆マークに変わります。
●マウスは「鉛筆」役になり、真ん中あたりでドラッグすると、線を描くことができます。

[image: image2.png]BT

so
2@
za
an
A
N
o4
oo





ドラッグすると、その動きのとおりにラクガキできます
「ペイント」の道具箱　　画面左に、いろいろな道具がならんでいます。
[image: image4.emf] 

自由選択  


●「ブラシ」(筆)を選ぶには、そこをクリックして選択。
マウスの矢印は、ブラシの太さを表すマークに変わり
ました。ドラッグすると、少し太い線が描けます。
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「ブラシ」をクリックで選択すると、道具を切り替えられる
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●描き直したいなと思ったら「消しゴム」を使います。
2列目の上から2番目が「消しゴム」です。クリックして
選択したら、ドラッグで描いたところを消してみましょう。


　　　こんなふうに、「クリック」で道具を選択し、「ドラッグ」で移動させます。
ペイントの道具は、画面左に道具箱(ツールボックス)として、まとめてあります。
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↑道具箱（ツールボックス）なんです
●自分の名前や、四角・丸などを「クリック」や「ドラッグ」で書いてみましょう。
新しい画面（用紙）を用意する
画面がいっぱいになったら、今までの画面を捨てて新しい画面を用意しましょう。
①[ファイル(F)]→[新規(N)]をクリック
③「無題への変更を保存しますか」というメッセージが表示されたら　<いいえ>ボタンをクリック



メニューを選択すると、確認メッセージが表示される
これで、新しい画面（用紙）になりました。
「ペイント」を終了しましょう　　「ペイント」の終了方法は次の二つの方法があります。
①一番上のタイトルバーの閉じる（×）ボタンをクリックする。
②メニューから[ファイル(F)]→[ペイントの終了(X)]を選択する。
　「"無題"への変更を保存しますか?」とダイアログボックスが表示されます。
　今回は練習なので、<いいえ>ボタンをクリック　⇒「ペイント」が終了できました。
マウス操作の役割
· 「クリック」(左ボタンを押す) = 選択・ボタンを押す
· 「ダブルクリック」(左ボタンを２回押す) = 中身を見る ・実行する 

· 「ドラッグ」(左ボタンを押しながら引っぱる) = 移動・まとめて選択 
「基礎のマウス・みんなでクリック」(CopyRight 2003-2004 Yutaka Kachi)を参考に作成しました。
●今度は「ブラシ」の色を変えてみましょう。�画面下に、色の見本が並んでいます。　　�「赤色」を選択するには、赤色のところをクリック。�はい、ドラッグすると赤色の線が描けました。
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クリックして、色を選択する





「消しゴム」をクリックで選んで、ドラッグで消す
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